
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内科検診 
６月１４日（金）⑤、⑥ ３年 体操服、 

肌着（タンクトップ orキャミソール） ６月１７日（月）⑥ １年＋EF 

歯科検診 ６月２０日（木）⑤ ２年 歯ブラシ、コップ（必要な人） 

検尿２次検査 ６月２５日（火） 
対象者 検尿スピッツ 

（もれ日） ７月 ９日（火） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碧南市立中央中学校 

保健室 

令和６年６月１日 

 

６月の保健目標 

歯を大切にしよう 

ケガをしている人

（出血している、絆創

膏・湿布等を使用し処

置がしてある）はプー

ルに入ることができま

せん。普段からけがを

しないように、気をつ

けましょう。 

 タオル、くし、水泳

帽子などは自分のもの

だけを使い、共有する

ことはやめましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生「性感染症の予防」「エイズの予防」 

の授業を行いました。 

 

＊咳、くしゃみや普段の生活による接触では性感染症にならないと知り、安心しました。 

＊エイズ陽性の女の子にたくさんの人がハグをしている動画を見て、感動しました。もし、周りの友達が

エイズに感染したとカミングアウトがあったとしても、絶対に差別をしないようにします。 

＊今まで“性”に対して気持ち悪い、恥ずかしいというイメージがありました。しかし、今回の授業で“性”

について勉強し、知っておくべき大切なことだと実感しました。 

＊性感染症は無症状なことが多いと知り、怖くなりました。大切なパートナーができた時、自分や相手を

守るための行動をとれるようにしていきたいです。 

＊性感染症にならないために、ふざけや遊びで性的接触をしないようにしようと思いました。 

 
Q A 

Q エイズにかかった人が妊娠した場合、薬を飲み治療をしていても、赤ちゃんに感染すること

はありますか？ 

A 適切な対策が行われていない場合の母子感染率は 15～30％と報告されています。適切な母

子感染対策を行うことによって、母子感染率を 0.5％未満まで低下させることが可能です。 

  （国立国際医療研究センター「HIV 感染症とその合併症診断と治療ハンドブック」より） 

Q 妊娠中に性感染症（梅毒）に感染すると、赤ちゃんに感染し、後遺症が残る可能性は何％あ

りますか。 

A 赤ちゃんへの感染リスクは全体で約 60～80％であり、その可能性は妊娠後半に高くなりま

す。また、妊娠中に治療をしなかった場合、死産・新生児死亡のリスクが上昇します。 

妊娠中に十分な治療を行うことで、母親と赤ちゃんの双方で治癒（病気やけがなどがなおる

こと）が得られます。しかし、妊娠の後期に梅毒の治療を行い、感染を排除できても、出生

後に梅毒の徴候（先天梅毒）が出現する症例があります。    （MSDマニュアルより） 

 

～６月５日に学校保健委員会を実施します～ 

６月５日（水）６時間目に、３年生のみ学校保健委員会を実施します。今回のテーマは、「知っておきた

い性について～自分と相手の“性”を大切にするとは？～」です。ナーベルプラ座に所属する看護師さん

をお招きし、「思春期の悩み、妊娠と避妊、デート DV、性的同意」等について、お話をいただく予定です。 

もし、性に関する学校保健委員会を実施するにあたって心配なこと・不安なことがある人は、担任もし

くは養護教諭に声をかけてください。 

３年生のみなさんへ 


